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読者
プレゼント
抽選で計10名様に！
詳細はP15をCHECK



問い合わせ  こども家庭課　電話：098-866-2174　FAX：098-868-2402
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進
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県
で
は
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進
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す
る
意
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は
あ
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理

由
か
ら
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塾
へ
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と
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縄
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設
置
し
て
い
る
教
室
の
空
き
状
況
に
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て
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時
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け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
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や
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や
す
い
教
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を
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、
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先
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い
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せ
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だ
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い
。
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①
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④
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の
成
績
、
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が
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績
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沖
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市
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に
計
23
教
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を
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て
い
ま
す
。

支
援
の
対
象
は
、
教
室

を
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置
し
て
い
る
町
村
に

お
住
ま
い
の
就
学
援
助
受
給
世
帯
の
児
童
生
徒

で
す
。
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
県
こ
ど
も

家
庭
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
教
室

に
よ
っ
て
は
、
定
員
に
達
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

北部地区 国頭村、東村、大宜味村、今帰仁村、本部町、名護市（※）

中部地区 恩納村、金武町、宜野座村、読谷村、北中城村、中城村、嘉手納町、北谷町

南部地区 西原町、南風原町、八重瀬町、与那原町

※ 名護市の教室は、国頭村、東村、大宜味村、今帰仁村、本部町の児童生徒を対象とした広域型の教室となっています。
※宮古地区の教室は、高校生を対象とした教室となっています。

【設置教室】
名護教室
【申し込み・問い合わせ先】
琉大セミナー
電話：0980-53-3274

【設置教室】
宮古教室
【申し込み・問い合わせ先】
宮古島未来塾
電話：0980-79-7700

【設置教室】
沖縄教室（コザ尚学院内）、
宜野湾教室、うるま教室、嘉手納教室
【申し込み・問い合わせ先】
那覇尚学院
電話：098-867-3518

【設置教室】
那覇教室（那覇尚学院内）、那覇南部教室、
与那原教室、糸満教室（青雲塾内）
【申し込み・問い合わせ先】
那覇尚学院
電話：098-867-3518

北部地区北部地区

中部地区中部地区

南部地区南部地区

宮古地区宮古地区

沖縄県は を推進します！
エスディージーズ

自
分
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、

学
習
塾
へ
通
い
ま
せ
ん
か
？

小中学生対象の設置型無料塾【設置している町村】

高校生対象の設置型無料塾（大学等進学促進事業）

高
校
生
設
置
型
無
料
塾

本
島
教
室

宮
古
教
室

小
中
学
生

設
置
型
無
料
塾

沖縄らしいSDGsを
推進してい

くための基本理念
や優先課題

（①～⑫）などに対
応した具体的

なアクション、モニ
タリングの

指標などをまとめた
ものです。

←全文を
読めます

「 おきなわS
DGs

「 おきなわS
DGs

アクションプ
ラン」

アクションプ
ラン」とはとは

詳しくは詳しくは
こちらこちら

2美 ら 島 沖 縄 2024.9
■フッター
○サイズ  天地 15mm以内、左右 最大 80～90mm

しまくとぅばの日しまくとぅばの日
広 げよう ! し ま くとぅば 県 民 運 動

9月18日は
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しまくとぅばの日しまくとぅばの日
広 げよう ! し ま くとぅば 県 民 運 動

9月18日は
広 げよう ! し ま くとぅば 県 民 運 動



県立農業大学校の
学生４名が、それぞ
れの専攻で設定した
プロジェクト学習の
研究テーマについて、県に、実習成果の報告と、農大
産の花やマンゴーなどを贈呈しました。
玉城知事は、学生一人一人にねぎらいの言葉をかけ

るとともに、「一次産業を担う重要な人材として、こ
れからも頑張ってください」とエールを送りました。
同校では、農業者となるための実践

的な知識や技術を学ぶことができます。
令和７年度の入学生を募集していますの
で、農業への就職を目指す方はぜひ農業
大学校ホームページをご確認ください。

周祖翼福建省委員会書記をはじめとする福建省の友
好代表団が、玉城知事を表敬訪問しました。
同代表団は、本県と福建省の文化や観光などの交流
促進と友好関係の発展を図るため来県しました。
玉城知事は同代表団を歓迎するとともに、福建省と
の交流を通して、両国間の平和と安定に寄与できるよ
う、平和外交に精力的に取り組む姿勢を示しました。
県と福建省は、1997
年に友好県省、2016年
に経済交流促進に係る覚
書を締結し、相互訪問な
どを通して、これまでの
友好親善と相互交流を深
めてきました。

玉城知事は、東京都内で上川外務大臣などに、米軍
人による性的暴行事件等に抗議するとともに、より実
効性のある再発防止策を早急に講じることなどを要請
しました。
玉城知事は、米軍兵士によるこのような卑劣な犯罪

は、女性の人権や尊厳を蔑ろにする重大かつ悪質なも
のであり、断じて許すことはできず、強い憤りを禁じ
得ないと述べるとともに、県への通報がなかったこと
は再発防止や県民、地域住民の安全確保の観点から極
めて大きな問題であると
して、米軍人などによる
事件・事故が発生した際
の、県への通報の徹底な
どを要請しました。

県では、北谷町美浜駐車場内での観光２次交通結節
点「北谷ゲートウェイ」の実証事業を開始しました。
バスやタクシー、レンタサイクルなどへの乗り換えが
可能になる「ターミナル」機能に加
え、那覇空港と北谷ゲートウェイ
を結ぶ直行バス、美浜エリアの周
遊バスが運行されるなど、観光客
の移動利便性の向上が期待されます。

7月

26

7月

3

7月

29

7月

25
米軍人による
性的暴行事件等について（抗議）

観光２次交通結節点
「北谷ゲートウェイ」実証事業がスタート

県立農業大学校学生による実習成果
報告及び農大産生産物の贈呈 表敬　福建省友好代表団

月

7
8

2024

02  沖縄県はSDGsを推進します！
 自分の目標を実現するため、学習塾へ通いませんか？

03 県政フラッシュ
04 特集： ９月は「健康増進普及月間」です
06  沖縄産業クロニクル［エネルギー編］
08  地域外交の展開 沖縄県の地域外交の取組について
09 県の動き１ 第27回 沖縄県スポーツ・レクリエーション祭 開催！
 県の動き２ 特別支援学校の生徒が「働きたい」をアピール

10 てくてく わがまちさんぽ［嘉手納町］
11 県の動き３ しまくとぅば県民大会ンカイ メンソーチ クィミソーリ

12 情報ひろば
14 県の動き４  ボランティアツアー「島まーる」参加者募集中！

15 読者プレゼント・広報課から９月のお知らせ・読者の声

vol .588
ちゅらしま おきなわ

強い日差しが海底まで届く真夏の
沖縄の海。驚くほど透明度が高い
海の中をゆったりと泳ぐウミガメの
姿は、見る人に癒しを与えてくれます。

「座間味島　ウミガメ」
撮影：小早川 渉

沖縄の人口・世帯の動き
 2024年７月１日現在

146万6,573人
※前月比132人減少

64万9,363世帯
※前月比592世帯増加

総人口

世帯数

2024
SEPTEMBER9

関係者による開所式典の様子

表敬訪問した周書記と玉城知事

農大学生から玉城知事へ生産物を贈呈

農業大学校
ホームページ

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。
［美ら島沖縄の設置場所］
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布して
います。また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する
施設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていますので、
関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、全世帯向けの
戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

今月の表紙

美ら島沖縄 

沖縄県庁広報課
公式LINE
@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式Ｘ（旧Twitter）
@okinawa_pref

沖
縄
県
の
主
な
出
来
事  

県
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

問い合わせ  こども家庭課　電話：098-866-2174　FAX：098-868-2402
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北部地区 国頭村、東村、大宜味村、今帰仁村、本部町、名護市（※）

中部地区 恩納村、金武町、宜野座村、読谷村、北中城村、中城村、嘉手納町、北谷町

南部地区 西原町、南風原町、八重瀬町、与那原町

※ 名護市の教室は、国頭村、東村、大宜味村、今帰仁村、本部町の児童生徒を対象とした広域型の教室となっています。
※宮古地区の教室は、高校生を対象とした教室となっています。

【設置教室】
名護教室
【申し込み・問い合わせ先】
琉大セミナー
電話：0980-53-3274

【設置教室】
宮古教室
【申し込み・問い合わせ先】
宮古島未来塾
電話：0980-79-7700

【設置教室】
沖縄教室（コザ尚学院内）、
宜野湾教室、うるま教室、嘉手納教室
【申し込み・問い合わせ先】
那覇尚学院
電話：098-867-3518

【設置教室】
那覇教室（那覇尚学院内）、那覇南部教室、
与那原教室、糸満教室（青雲塾内）
【申し込み・問い合わせ先】
那覇尚学院
電話：098-867-3518

北部地区北部地区

中部地区中部地区

南部地区南部地区

宮古地区宮古地区
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高校生対象の設置型無料塾（大学等進学促進事業）
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沖
縄
県
は
、
肥
満
者
の
割
合
が
男
女
と

も
に
全
て
の
年
代
で
全
国
よ
り
高
く
、
40

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
年
代
で
は
男
性
で

２
人
に
１
人
、
女
性
で
３
人
に
１
人
が
肥

満
で
す
。
ま
た
、
職
場
の
定
期
健
康
診
断

で
何
ら
か
の
異
常
が
見
ら
れ
る
割
合
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
12
年
連
続
し
て
全
国
最

下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量

が
多
い
、
野
菜
・
果
物
摂
取
量
が
少
な
い
、

働
き
盛
り
世
代
の
平
均
歩
数
が
少
な
い
な

ど
「
肥
満
」
に
つ
な
が
り
や
す
い
生
活
習

慣
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「
肥
満
」
は
、
糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
、

高
血
圧
症
、
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

疾
患
の
リ
ス
ク
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
た
め
、「
肥
満
」
を
改
善
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

目
指
せ
チ
ャ
ー
ガ
ン
ジ
ュ
ウ
‼
 

「
肥
満
」の
改
善
に
は
、私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
食
生
活
や
生
活
習
慣
の
改
善
が
必

要
で
す
。

何
か
ら
取
り
組
ん
で
い
い
の
か
迷
う
時

は
、「
新
・
チ
ャ
ー
ガ
ン
ジ
ュ
ウ
お
き
な

わ
９
か
条
」
の
中
か
ら
、
取
り
組
め
そ
う

な
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

10
年
後
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
自
分
で
い

た
い
で
す
か
。
生
き
生
き
と
し
た
あ
な
た

で
い
る
た
め
に
、
今
よ
り
10
分
多
く
歩
く
、

休
肝
日
を
つ
く
る
、
野
菜
料
理
を
一
皿

追
加
す
る
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
方
法
を

探
し
今
日
か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

健
康
診
断
の
結
果
を
確
認
す
る
の
も
お
す

す
め
で
す
。
保
健
指
導
や
精
密
検
査
が
必

要
な
場
合
や
、
健
康
診
断
を
ま
だ
受
け
て

い
な
い
場
合
は
、
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
増
進
普
及
月
間
で
あ
る
９
月
に
は
、

県
内
各
地
で
健
康
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

取
り
戻
そ
う
！
健
康
長
寿
お
き
な
わ
！

健
康
お
き
な
わ
21

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新習慣！　 1日1回体重測定、血圧測定！
感染症流行時には体温測定も！

ちゃんと朝食　あぶら控えめ　
野菜たっぷりおいしいごはん

おくちの健康　３点セット　
歯ブラシ・フッ素・フロス

うれしいね　禁煙と受動喫煙対策で
あなたも私も快適に！

休肝日をつくろう　お酒はほどほどに
20歳未満や妊婦は飲みません・飲ませません

仲間・家族で行こう！  　健康診断・がん検診・歯科検診

大きな輪　みんなで支える「健康•長寿」

頑張りすぎず適度な運動　
今より10分（1000歩）多く歩こう！　座っている時間を減らそう。

十分な睡眠・休養　ストレスと上手に付き合おう
ひとりで悩まず相談を

わ
な

き

お

ウ

ジ

ガ

チ
新

ュ

ン

ャ

新・チャーガンジュウおきなわ９か条 毎
年
９
月
は
、「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
で
す
。
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
大
切
さ
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

沖
縄
県
は
も
う

「
長
寿
県
」じ
ゃ
な
い
⁉ 

か
つ
て
は
長
寿
の
島
と
し
て
、
国
内
外

に
知
ら
れ
た
沖
縄
県
で
す
が
、
生
活
習
慣

の
変
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
平
均
寿
命

の
都
道
府
県
順
位
は
年
々
後
退
し
、「
健

康
長
寿
お
き
な
わ
」
は
正
念
場
を
迎
え
て

い
ま
す
。

健
康
長
寿
お
き
な
わ
の
復
活
を

目
指
し
て

令
和
6
年
度
か
ら
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
沖
縄

県
健
康
増
進
計
画
「
健
康
お
き
な
わ
21（
第

３
次
）」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

全
体
目
標
と
し
て
、 

①
平
均
寿
命
の
延
伸 

②
健
康
寿
命
の
延
伸 

③
早
世
の
予
防 

④
健
康
寿
命
の
地
域
格
差
の
縮
小 

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
③
早
世
の
予
防
」
と
、
今

日
か
ら
実
践
で
き
る
健
康
づ
く
り
を
紹
介

し
ま
す
。

「
早
世
の
予
防
」

早
世
と
は
若
く
し
て
死
亡
す
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
な
ん
だ
か
怖
い
印
象
が
あ

り
ま
す
ね
。
沖
縄
県
で
は
、
20
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
死
亡
率
※
が
高
く
、
全
国
順
位

は
、
男
性
46
位
、女
性
45
位
と
、若
く
し
て

死
亡
す
る
方
が
多
い
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
死
因
は
、
生
活
習
慣
病
で
あ
る
悪
性

新
生
物
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
糖
尿

病
で
全
体
の
約
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
血
圧
が
強
く
関
連
す
る
心
疾
患
や

脳
血
管
疾
患
、
過
度
の
飲
酒
や
肥
満
な
ど

が
強
く
関
連
す
る
肝
疾
患
の
死
亡
率
は
、

全
国
と
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
全
体
目
標
と
し
て
「
早
世

の
予
防
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

※
年
齢
調
整
死
亡
率
（
年
齢
構
成
の
異
な
る

地
域
間
で
死
亡
の
状
況
の
比
較
が
で
き
る

よ
う
に
年
齢
構
成
を
調
整
し
た
死
亡
率
）

を
指
し
ま
す
。

う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
は
不
健
康
？

で
は
ど
う
し
て
、
若
く
し
て
死
亡
す
る

方
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

沖縄県の平均寿命の全国順位の推移
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の
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を
改
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る
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す
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整
死
亡
率
（
年
齢
構
成
の
異
な
る

地
域
間
で
死
亡
の
状
況
の
比
較
が
で
き
る

よ
う
に
年
齢
構
成
を
調
整
し
た
死
亡
率
）

を
指
し
ま
す
。

う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
は
不
健
康
？

で
は
ど
う
し
て
、
若
く
し
て
死
亡
す
る

方
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

沖縄県の平均寿命の全国順位の推移

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020年

1位 1位
5位

4位

26位 25位
30位

36位

7位7位
3位3位1位1位 1位1位 1位1位 1位1位 1位1位 1位1位

43位

16位16位
男女とも低下

男 性

女 性

（出典：都道府県別生命表） ９
月
は「
健
康
増
進
普
及
月
間
」で
す

〜 

健
康
増
進
計
画「
健
康
お
き
な
わ
21（
第
３
次
）」が

 

令
和
６
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
〜

特集

全国順位の推移（20～64歳）20～64歳（R4）

働き盛り世代の平均歩数

少ない
男性6640歩　女性6366歩

アルコール摂取量

沖縄県の年齢調整死亡率主な死因の構成割合

多い

約５割12年連続最下位
全国

男性19.4％　女性10.9％

野菜・果物摂取量

沖縄県の平均(R3) 沖縄県の平均(H28)

少ない

多い

野菜285.6g　果物127.4g

職場における
定期健康診断
有所見率 生活習慣病といわれる病気が 若くして死亡

する方が

1位 悪性新生物 30.7%、
2位 心疾患 11.1%、3位 肝疾患 10.1%

72.1％（R4）

を占める

生活習慣病のリスクを高める量を
飲酒している割合(H28)

全国平
均

より

推奨
350g

推奨
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推奨
8000歩

21位
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46位
45位45位1980年
2020年

男 性
女 性
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　か
つ
て
沖
縄
で
は
、薪
や
木
炭
が

家
庭
に
欠
か
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
し
た
。
主
な
供
給
地
は
や
ん
ば
る

の
山
や
森
。
自
然
の
恵
み
が「
山
原

船
」で
首
里
や
那
覇
な
ど
の
消
費
地
に

届
け
ら
れ
、日
常
生
活
を
支
え
ま
し
た
。

ま
た
、沖
縄
の
燃
料
資
源
と
し
て
注

目
さ
れ
た
も
の
が
石
炭
。
西
表
島
の

西
表
炭
鉱
で
は
、炭
鉱
夫
た
ち
が
過

酷
な
環
境
下
で
石
炭
を
掘
り
出
し

ま
し
た
が
、
マ
ラ
リ
ア
の
ま
ん
延
や

採
算
性
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　明
治
時
代
に
な
る
と
、
県
内
各
地

に
小
規
模
な
電
力
会
社
が
設
立
さ
れ
、

電
力
が
供
給
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
は
、

米
軍
基
地
用
に
牧
港
火
力
発
電
所
が

建
設
さ
れ
、
そ
の
余
剰
電
力
を
住
民

に
供
給
す
る
た
め
に
、
琉
球
電
力
公

や
石
炭
に
代
わ
る
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト
や
供
給
量
な
ど
克
服
す
べ
き

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
沖
縄
に
降
り

注
ぐ
太
陽
の
光
、
島
を
吹
き
抜
け
る

風
、
美
し
い
豊
か
な
海
が
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
で
は
、
2
0
2
1
年
に

「
沖
縄
県
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」を
策
定
。

2
0
5
0
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
脱

炭
素
化
を
目
標
に
掲
げ
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
構
築
に
向
け

て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

次世代型バイオ燃料(SAF、RD)の生産に向けて

久米島にある沖縄県海洋深層水研究所
では、深層水を農業や海ぶどう、車えび、
牡蠣の養殖に利用。冷たい海洋深層水
と温かい表層水の温度差を利用した発
電の実証も実施。深層水の複合利用で
産業振興を図る試みは、島しょ国の課
題を解決する「久米島モデル」として注
目されています。

2021年に稼働した中城バイオマス発
電所では、パーム椰子殻や木質ペレッ
トを燃料に発電しています。木質燃料
が成長過程で二酸化炭素（CO2）を吸収
することから、環境に優しい次世代エ
ネルギーとして注目されています。

琉球王国時代より、西表島の「燃える石」
の存在が確認されていましたが、明治
期になると、山縣有朋の提案により三
井物産が開発に着手。しかし、マラリ
アのまん延に苦しめられ間もなく撤退。
その後、いくつかの企業が開発に乗り
出しましたが採算性に乏しく、1960
年代前半に事業が中止されました。

エネルギー生産とセットのCO2問題。沖縄では航空機やトラック、バスなどの
排出量が多く、そこで注目されているのが、 植物や廃食用油由来の「再生航空
燃料（SAF）」や「軽油代替燃料（RD）」。西原町にある南西石油（株）では、サトウ
キビから生産し、または国内外から仕入れたエタノールでバイオ燃料を製造す
る計画が進行中。また、ここ数年では、沖縄の廃食用油がバイオ燃料の原材料
として海外へ多く輸出されており、新たな燃料が使われる未来は近そうです。

沖
縄
エ
ネ
ル
ギ
ー
年
表

沖
縄
エ
ネ
ル
ギ
ー
年
表

産業の歴史をひもとく年代記

県民の暮らしに密接に関わる

さまざまな産業はどう始まった？

その変遷と展望を紹介します。

暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
る

エ
ネ
ル
ギ
ー

三
井
物
産
が
西
表
炭
鉱
で
の
採
掘
事
業
開
始

1
8
8
6
年

沖
縄
電
気（
株
）設
立

1
9
1
0
年

琉
球
石
油（
株
）（
現（
株
）り
ゅ
う
せ
き
）設
立

1
9
5
0
年

琉
球
電
力
公
社（
現
沖
縄
電
力（
株
））設
立

1
9
5
4
年

エ
ッ
ソ・ス
タ
ン
ダ
ー
ド
沖
縄（
株
）

（
現
南
西
石
油（
株
））設
立

1
9
6
8
年

沖
縄
石
油
基
地（
株
）設
立

1
9
7
3
年

牧
港
火
力
発
電
所
が
運
転
を
開
始
し
、

米
軍
基
地
な
ら
び
に
民
間
へ
電
力
供
給
開
始

1
9
5
3
年

沖
縄
瓦
斯（
株
）（
現
沖
縄
ガ
ス（
株
））設
立

1
9
5
8
年

ガ
ル
フ
石
油
精
製（
株
）

（
現
沖
縄
タ
ー
ミ
ナ
ル（
株
））設
立

1
9
7
0
年

沖
縄
電
力（
株
）の
民
営
化

1
9
8
8
年

「
沖
縄
県
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー・イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」策
定

2
0
2
1
年

中
城
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
運
転
開
始

2
0
2
1
年

明
治

昭
和

宮
古
島
で
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
事
業
化
の

実
証
実
験
開
始

2
0
0
4
年

波
照
間
島
に
国
内
初
の
可
倒
式
風
力
発
電
導
入

2
0
0
9
年

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）実
施

2
0
1
2
年

久
米
島
で
沖
縄
県
海
洋
温
度
差
発
電

実
証
設
備
に
よ
る
発
電
に
成
功

2
0
1
3
年

南
西
石
油（
株
）が
県
内
で
の

石
油
精
製
事
業
を
終
了

2
0
1
5
年

沖
縄
石
油
基
地
内
の
遊
休
地
で

う
る
ま
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
送
電
開
始

2
0
1
5
年

平
成

令
和

監修・山内昌斗（専修大学経営学部教授）

（那覇市歴史博物館提供）（イーレックス（株）提供）（沖縄県産業政策課提供）

社（
現
在
の
沖
縄
電
力（
株
））が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ガ
ス
や

石
油
製
品
の
供
給
会
社
が
設
立
さ
れ
、

家
庭
や
企
業
で
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
化
石
燃
料
へ
と
変
わ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
本
土
復
帰
前
後
に
は
、

経
済
活
性
化
を
目
的
に
、石
油
精
製
・

備
蓄
企
業
が
誘
致
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
経
済
・

社
会
活
動
に
お
い
て
不
可
欠
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た

現
在
で
は
、
太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
、
風
力
発
電
な
ど
、
石
油

海洋温度差発電実証試験
の取り組み

中城バイオマス発電所
次世代エネルギーへの転換

西表炭鉱
西表島の燃える石

注目トピックス

3 2 1

サトウキビ、
廃食用油の使用

バイオ燃料精製バスやトラックなどで使用

バイオ
ディーゼル燃

料の

サイクル

バイオ
ディーゼル燃

料の

サイクル

台所で
薪で火を焚いて

調理

CO2排出が
少ないエネルギー

1964年に撮影された半農の
一般家庭の台所
（沖縄県公文書館所蔵）

燃料となる薪を運ぶのにも使われた
山原船（那覇市歴史博物館提供）

電気がまだ通っていない時代は薪が大切な
エネルギー源だった（那覇市歴史博物館提供）

那覇市西町にあった
戦後の沖縄ガス社屋（那覇市歴史博物館提供）

LNG（液化天然ガス）はCO2排出が少ない
エネルギーとして注目（沖縄電力（株）提供）

宮古島西平安名崎の風力発電
（沖縄電力（株）提供）

名護市安部に設置
されたソーラーパ

ネル（沖縄電力（株
）提供） 1953年に運転を開始した牧港火力発電所（沖縄電力（株）提供）

戦前、戦後すぐは
薪や石炭が燃料

発電所や
ガス会社の
設立！
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基
地（
株
）設
立

1
9
7
3
年

牧
港
火
力
発
電
所
が
運
転
を
開
始
し
、

米
軍
基
地
な
ら
び
に
民
間
へ
電
力
供
給
開
始

1
9
5
3
年

沖
縄
瓦
斯（
株
）（
現
沖
縄
ガ
ス（
株
））設
立

1
9
5
8
年

ガ
ル
フ
石
油
精
製（
株
）

（
現
沖
縄
タ
ー
ミ
ナ
ル（
株
））設
立

1
9
7
0
年

沖
縄
電
力（
株
）の
民
営
化

1
9
8
8
年

「
沖
縄
県
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー・イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」策
定

2
0
2
1
年

中
城
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
運
転
開
始

2
0
2
1
年

明
治

昭
和

宮
古
島
で
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
事
業
化
の

実
証
実
験
開
始

2
0
0
4
年

波
照
間
島
に
国
内
初
の
可
倒
式
風
力
発
電
導
入

2
0
0
9
年

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）実
施

2
0
1
2
年

久
米
島
で
沖
縄
県
海
洋
温
度
差
発
電

実
証
設
備
に
よ
る
発
電
に
成
功

2
0
1
3
年

南
西
石
油（
株
）が
県
内
で
の

石
油
精
製
事
業
を
終
了

2
0
1
5
年

沖
縄
石
油
基
地
内
の
遊
休
地
で

う
る
ま
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
送
電
開
始

2
0
1
5
年

平
成

令
和

監修・山内昌斗（専修大学経営学部教授）

（那覇市歴史博物館提供）（イーレックス（株）提供）（沖縄県産業政策課提供）

社（
現
在
の
沖
縄
電
力（
株
））が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ガ
ス
や

石
油
製
品
の
供
給
会
社
が
設
立
さ
れ
、

家
庭
や
企
業
で
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
化
石
燃
料
へ
と
変
わ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
本
土
復
帰
前
後
に
は
、

経
済
活
性
化
を
目
的
に
、石
油
精
製
・

備
蓄
企
業
が
誘
致
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
経
済
・

社
会
活
動
に
お
い
て
不
可
欠
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た

現
在
で
は
、
太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
、
風
力
発
電
な
ど
、
石
油

海洋温度差発電実証試験
の取り組み

中城バイオマス発電所
次世代エネルギーへの転換

西表炭鉱
西表島の燃える石

注目トピックス

3 2 1

サトウキビ、
廃食用油の使用

バイオ燃料精製バスやトラックなどで使用

バイオ
ディーゼル燃

料の

サイクル

バイオ
ディーゼル燃

料の

サイクル

台所で
薪で火を焚いて

調理

CO2排出が
少ないエネルギー

1964年に撮影された半農の
一般家庭の台所
（沖縄県公文書館所蔵）

燃料となる薪を運ぶのにも使われた
山原船（那覇市歴史博物館提供）

電気がまだ通っていない時代は薪が大切な
エネルギー源だった（那覇市歴史博物館提供）

那覇市西町にあった
戦後の沖縄ガス社屋（那覇市歴史博物館提供）

LNG（液化天然ガス）はCO2排出が少ない
エネルギーとして注目（沖縄電力（株）提供）

宮古島西平安名崎の風力発電
（沖縄電力（株）提供）

名護市安部に設置
されたソーラーパ

ネル（沖縄電力（株
）提供） 1953年に運転を開始した牧港火力発電所（沖縄電力（株）提供）

戦前、戦後すぐは
薪や石炭が燃料

発電所や
ガス会社の
設立！

7 美 ら 島 沖 縄 2024.9
■フッター
○サイズ  天地 15mm以内、左右 最大 80～90mm

しまくとぅばの日しまくとぅばの日
広 げよう ! し ま くとぅば 県 民 運 動

9月18日は

■フッター
○サイズ  天地 15mm以内、左右 最大 80～90mm

しまくとぅばの日しまくとぅばの日
広 げよう ! し ま くとぅば 県 民 運 動

9月18日は
広 げよう ! し ま くとぅば 県 民 運 動



1

2

県の動き

県の動き

● 就業支援キャンペーンの様子
県教育委員会では、毎年９月の「障害者雇用支援月間」

の取り組みと連動して、企業や関係団体などへの訪問
を実施し、障害児（者）への理解・啓発を高め、雇用な
どの拡大を目指し、「特別支援学校就業支援キャンペーン」
を実施しています。
令和５年度は、特

別支援学校とその関
係者が企業６社を訪
問し、障害者雇用へ
の理解を求めました。

● 就業支援キャンペーンから正社員へ
令和５年度の就業支援キャンペーンでは、高等支援

学校の生徒が、県内６つの企業を訪問し、障害者雇用
の要請と将来の夢についてアピールしました。
その中の一人でホテルを訪問した生徒は、キャンペー

ンを通してそのホテルで働きたいという気持ちが強く
なり、就業体験実習を経て、正社員として就職するこ
とができました。現
在は、レストランの
接客を担当し、毎
日、充実した日々を
送っています。

● 障害者雇用の拡充を目指して
県教育委員会では、各特別支援学校と各関係機関が
連携し、障害者雇用への理解が深まるようさまざまな
取り組みを行っています。
また、各特別支援学校では、企業説明会などにも取
り組んでいますので、特別支援学校の生徒の雇用をお
考えの企業・団体の皆さま、各特別支援学校または県
立学校教育課へ情報提供をいただきますようお願いし
ます。

問い合わせ   　スポーツ振興課　電話：098-866-2708　FAX：098-866-2729

問い合わせ   　県教育庁県立学校教育課　特別支援教育室　電話：098-866-2715（代表）

第27回 沖縄県
スポーツ・レクリエーション祭 開催！

特別支援学校の生徒が「働きたい」をアピール
～特別支援学校就業支援キャンペーン～

● 沖縄県スポーツ・レクリエーション祭とは？
県では、県民の日常生活の中にスポーツ・レクリエーション活動を定着さ

せ、明るく健康で心豊かな県民の育成を図ることを目的に、「沖縄県スポーツ・
レクリエーション祭」を開催しています。

● みんなで気軽に楽しくスポーツレク!!
今年は、９月８日（日）から12月15日（日）までの間、県内の12市町村

でビーチバレーやディスクゴルフなど30種目の大会や体験会の開催を予定
しています。
10月19日（土）、20日（日）には奥武山総合運動場周辺でクライミングや

弓道など複数の種目を開催します。みんなで気軽にスポーツレクを楽しみ
ましょう。

● 体験型の種目もあり！
誰でも参加できるモーターパラグライダー体

験会やシャフルボードなど、体験型の種目も開
催しますので、ご家族やご友人をお誘い合わせ
の上、お近くの会場へぜひご来場ください。

問い合わせ   　平和・地域外交推進課　電話：098-894-2226　FAX：098-869-7018

詳しくはこちら
沖縄県スポーツ協会
ホームページ令和５年度モーターパラグライ

ダー大会＆体験会

地域外交の
展 開

問い合わせ   　平和・地域外交推進課　電話：098-894-2226　FAX：098-869-7018

沖縄県の
地域外交の取組について

「沖縄県地域外交基本方針」の策定
沖縄振興を安定的・継続的に推進し、沖縄県の持続可能な発展を果たすためには、
地域が平和であることが大前提です。
県では、県が自ら主体的に海外自治体などと連携し、国際社会へ平和の重要性に
関する情報を発信することや、観光・物流をはじめとする国際的な経済活動により各
国・地域との関係構築を図るなど、地域の緊張緩和を目指して力を尽く
すことが必要と考え地域外交に取り組むこととしています。
このため、令和５年度に沖縄県の地域外交に関する万国津梁会議を
開催し専門家が出した「沖縄県の地域外交に関する提言書」を踏まえて、
令和６年３月に「沖縄県地域外交基本方針」を策定しました。
令和６年度からは、平和行政部門も併せた「平和・地域外交推進課」
を新設し、沖縄独自の地域外交を展開していきます。

地域外交とは
県では、沖縄の地理的優位性や独自の歴史・文化などのソフトパワー、島しょ地域として培ってきた知見や
技術、国際ネットワークなどを活用し、各国・地域との国際交流・国際協力などの多様な活動を積極的に展開す
ることを「地域外交」としています。

新時代を切り拓き、世界の平和構築や相互発展、国際的課題の解決に貢献する
「21世紀の万国津梁」を実現する
県では、地域外交により目指す姿として、３つの拠点形成を掲げています。

❶ アジア・太平洋地域の平和構築に貢献する国際平和創造拠点
❷ 多様な国際ネットワークが結びつくグローバルビジネス共創拠点
❸ 世界の島しょ地域等とともに持続可能な発展を図る国際協力・貢献拠点

この３つの拠点形成に関する取組について、相互に連携することで相乗効果を高め、アジア・太平洋地域の平和
構築と相互発展に貢献する地域外交に取り組みます。

連
載
シ
リ
ー
ズ

分野連携

【理念】
21世紀の
万国津梁

国際協力
・貢献

グローバル
ビジネス
共創拠点

国際平和
創造拠点

分野連携

分野連携

沖縄県地域外交
基本方針

沖縄県の
地域外交に関する

提言書
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